
　
　
　
　

は
じ
め
に

　

尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
科
で
は
、
「
日
本
文
学
研
究
と

文
芸
創
作
に
結
び
つ
く
実
地
踏
査
を
お
こ
な
い
、
机
上
の
学

習
で
は
得
ら
れ
な
い
資
料
収
集
や
調
査
研
究
能
力
を
養
う
。

ま
た
、
事
前
学
習
と
事
後
学
習
を
と
お
し
て
、
企
画
立
案
能

力
と
報
告
能
力
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
歴
史
学
・
民
俗
学
・

日
本
語
学
お
よ
び
日
本
文
学
等
の
点
か
ら
も
広
く
日
本
文
化

に
つ
い
て
学
習
す
る
」
と
い
う
目
標
に
も
と
づ
き
、
三
年
生

以
上
の
学
生
を
対
象
に
、
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
習
」
の

授
業
を
開
講
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
九
年
度
よ
り
続

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
対
策
を
と

る
中
、
実
地
踏
査
を
学
び
に
入
れ
た
学
修
の
実
施
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
を
課
し
た
上
で
の
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
報
告
は
、
そ
の
状
況
下
で
、
ど
の
よ
う
な
危
機
管
理

対
策
の
も
と
学
外
実
習
を
実
施
し
た
か
と
い
う
記
録
と
、
ど

の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
事
前
学
習
を
行
っ
た
か
を
示
す
。

さ
ら
に
、
履
修
者
が
事
後
学
習
で
提
出
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
報
告
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
う
ち
の

数
点
を
こ
の
報
告
用
に
ま
と
め
直
し
た
形
で
掲
載
す
る
。

　

令
和
三
年
一
〇
月
三
〇
日
（
土
）
～
一
二
月
二
三
日
（
木
）

に
か
け
て
、
日
本
文
学
科
関
連
科
目
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」
の
実
地
踏
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
時
点
で
、
一
度
、
実

－ 51 －

令
和
三
年
度
日
本
文
学
科
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
成
果
報
告

　

│
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
事
前
指
導
か
ら

　
　
　
　
　
　

実
地
踏
査
、
事
後
学
習
ま
で

│

藤
本
真
理
子　
　

畠
田　

桜
和

山
岡　

瑞
穂　
　
　
　
　
　
　



地
踏
査
期
間
を
延
期
し
て
い
た
。
当
初
は
九
月
一
三
日
（
月
）

～
一
七
日
（
金
）
の
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
本
学
で

の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
活
動
制
限
指
針

（
当
時
）
」
レ
ベ
ル
１
未
満
で
な
け
れ
ば
実
施
が
難
し
い
で

あ
ろ
う
こ
と
を
か
ん
が
み
て
の
こ
と
で
あ
る
。
実
施
日
自
体

は
レ
ベ
ル
の
判
定
の
端
境
期
で
は
あ
っ
た
が
、
同
じ
レ
ベ
ル

で
あ
っ
て
も
、
感
染
状
況
が
下
が
り
傾
向
に
あ
る
レ
ベ
ル
か

上
が
り
傾
向
に
あ
る
レ
ベ
ル
か
と
い
う
こ
と
で
動
き
を
決
め

た
。

　

さ
ら
に
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
大
学
で
の
感
染
対
策
に

し
た
が
い
、
次
の
内
容
を
危
機
管
理
対
策
会
議
に
提
出
し
、

実
習
の
申
請
を
行
っ
た
。

〇
実
施
に
際
し
て
の
危
機
管
理
上
の
注
意
点
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
）

・
履
修
者
は
、
体
調
管
理
を
徹
底
す
る
。
大
学
の
健
康

観
察
へ
の
回
答
を
必
須
と
す
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
前
７
日
間
、
当
日
、
後
７
日
間
は
健
康
観
察
項
目

入
力
に
加
え
て
備
考
欄
を
利
用
し
て
行
動
履
歴
（
移

動
市
町
村
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
同
行
者
）
を
入

力
す
る
こ
と
と
し
、
授
業
担
当
教
員
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
前
７
日
間
と
当
日
の
健
康
観
察
が
「
回
答
済

み
」
で
あ
る
こ
と
を
学
生
か
ら
の
ポ
ー
タ
ル
ア
ン

ケ
ー
ト
画
面
送
付
等
に
よ
り
確
認
す
る
。
な
お
、
実

習
中
に
急
な
体
調
不
良
者
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

状
況
に
よ
っ
て
実
習
を
途
中
で
と
り
や
め
る
。

・
履
修
者
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
行
動
す
る
。

・
履
修
者
は
、
実
施
後
す
み
や
か
に
、
実
習
報
告
書
を

ま
と
め
、
提
出
す
る
。

・
実
施
後
、
体
調
不
良
を
感
じ
た
場
合
、
履
修
者
は
す

み
や
か
に
大
学
に
連
絡
を
す
る
。

　

主
な
探
訪
先
は
島
根
県
出
雲
市
と
し
、
年
度
初
め
に
第
一

回
説
明
会
を
お
こ
な
い
、
実
施
留
意
点
を
履
修
希
望
者
に
周

知
し
た
。
以
後
、
事
前
学
習
と
し
て
、
計
三
回
の
講
義
（
金

曜
日
五
限
目
）
に
加
え
、
情
報
交
換
と
調
査
研
究
テ
ー
マ
の

絞
り
込
み
の
場
と
し
て
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
三
日

間
（
一
日
は
予
備
日
）
の
勉
強
会
を
も
う
け
た
。
ま
た
実
施

後
、
事
後
学
習
と
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
も
と
め
、
そ

の
後
、
希
望
者
を
中
心
に
成
果
報
告
集
を
作
成
し
た
。

　

以
下
に
シ
ラ
バ
ス
か
ら
の
変
更
点
、
事
前
・
事
後
学
習
の

内
容
、
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
調
査
研
究
テ
ー
マ
（
研
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究
・
創
作
）
の
成
果
を
報
告
す
る
。

〈
実
習
実
施
者
お
よ
び
各
実
施
先
〉

四
年
生
２
名
、
三
年
生
20
名

広
島
県
安
芸
高
田
市
・
三
次
市
、
愛
媛
県
大
洲
市
ポ
コ

ペ
ン
横
丁
・
お
は
な
は
ん
通
り
、
愛
媛
県
今
治
市
、
広

島
県
廿
日
市
市
宮
島
町
、
岡
山
県
岡
山
市
吉
備
津
神
社
・

吉
備
津
彦
神
社
、
岡
山
県
井
原
市
井
原
鉄
道
、
広
島
県

三
次
市
三
次
町
も
の
の
け
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
広
島
県
尾

道
市
瀬
戸
田
町
生
口
島
、
広
島
県
福
山
市
鞆
町
、
広
島

県
尾
道
市
向
島

〈
今
年
度
の
科
目
指
導
教
員
〉

藤
川
功
和
、
光
原
百
合
、
藤
本
真
理
子

〈
事
前
学
習
講
師
〉

本
学
教
員
：
藤
井
佐
美
、
平
山
直
樹
、
灰
谷
謙
二

学
外
講
師
：
小
泉
凡
氏

〈
実
地
踏
査
の
監
督
教
員
〉

藤
川
功
和
、
藤
本
真
理
子
、
灰
谷
謙
二

　
　
　
　

シ
ラ
バ
ス
か
ら
の
変
更
点

原
案

修
正
案

行
動
人
数

履
修
者
全
員
で
の
行

動
あ
り

５
人
以
下

実
施
日
数

２
泊
３
日

１
日
（
５
時
間
程
度

ま
で
を
目
安
に
）

行
く
先

島
根
県
出
雲
市

日
帰
り
で
の
行
動
が

可
能
な
範
囲

　
　
　
　

調
査
テ
ー
マ

　
　
　
　

〈
研
究
〉

　

桃
太
郎
伝
説
―
桃
の
効
果
を
訪
ね
て
―
、
司
馬
遼
太
郎
「
街

道
を
ゆ
く
」
の
足
跡
を
た
ど
る
―
芸
備
の
道
三
次
市
・
安
芸

高
田
市
―
、
～
井
原
鉄
道
と
線
路
周
辺
に
つ
い
て
～
、
～

井
原
鉄
道
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
作

り
～
、
井
原
鉄
道
沿
線
調
査
に
伴
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
の

制
作
に
つ
い
て
、
歴
史
と
鉄
道
と
地
域
の
つ
な
が
り
―
井
原

鉄
道
と
路
線
周
辺
に
つ
い
て
―
、
井
原
鉄
道
―
オ
リ
ジ
ナ
ル

マ
ッ
プ
を
作
ろ
う
―
、
井
原
鉄
道
と
線
路
周
辺
に
つ
い
て
、
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井
原
鉄
道
マ
ッ
プ
、
〈
観
光
客
に
対
す
る
宮
島
の
食
文
化
に

つ
い
て
〉
、
宮
島
の
食
に
つ
い
て

　
　
　
　

〈
創
作
タ
イ
ト
ル
〉

　

お
か
や
ま
温
羅
・
モ
モ
ヒ
メ
物
語
、
海
沿
い
に
揺
れ
る
町

で
、
い
ろ
は
丸
と
女
の
子
、
瀬
戸
の
夕
凪
（
ゆ
う
な
ぎ
）
が

包
む 

国
内
随
一
の
近
世
港
町
～
セ
ピ
ア
色
の
港
町
に
日
常

が
溶
け
込
む
鞆
の
浦
～
、
白
い
鳥
が
は
ば
た
く
こ
ろ
に
、
秋

の
み
ち
ゆ
き
、『
瀬
戸
田
の
芸
術
に
触
れ
て
「
朝
に
見
る
夢
」・

「
空
の
い
つ
も
と
違
う
朝
」
・
「
未
来
予
想
図
は
光
色
」
・
「
放

課
後
の
海
と
僕
」
』
（
四
人
の
連
作
）
、
―
連
作
短
歌
―
「
言

葉
の
波
戸
場
」

　
　
　
　

事
前
学
習
の
紹
介
（
１
）

　

計
三
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
学
習
（
二
回
の
講
義
）
で
は
、

ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
本
学
で
民
俗
学
を
ご
担
当
の
藤
井
佐
美

先
生
、
本
学
で
日
本
語
学
を
ご
担
当
の
灰
谷
謙
二
先
生
を
招

い
て
お
こ
な
っ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
軸
に
研
究
を
進

め
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
に
、
実
際
の
調
査
で
の
話
を
う
か
が

い
た
く
企
画
し
た
。

　

藤
井
佐
美
先
生
に
は
、
「
☀
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
方
法

♨
―
見
て
歩
く
、
聞
い
て
歩
く
、
調
べ
て
歩
く
―
」
と
題
し

て
、
五
月
二
一
日
（
金
）
の
回
を
ご
担
当
い
た
だ
い
た
。
講

義
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
研
究
に
取
り
入
れ
る
際
に

注
意
し
て
お
く
べ
き
、
事
前
の
確
認
や
準
備
、
調
査
時
の
注

意
点
、
事
後
の
情
報
整
理
の
必
要
性
な
ど
を
、
先
生
自
身
の

体
験
談
を
交
え
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
実

地
調
査
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
か
と
い
う
の

を
、
尾
道
市
街
の
通
り
を
例
に
、
現
在
の
観
光
地
図
と
江
戸

時
代
頃
の
古
地
図
を
用
い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
。

　

灰
谷
謙
二
先
生
に
は
、
「
言
語
系
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
七
月
一
六
日
（
金
）

の
回
を
ご
担
当
い
た
だ
い
た
。
講
義
で
は
、
実
際
の
フ
ィ
ー

ル
ド
の
紹
介
や
、
各
地
で
の
方
言
調
査
に
ま
つ
わ
る
お
話
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
そ
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
調
査
の
基
本
に

つ
い
て
も
方
言
調
査
を
例
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら

を
受
け
、
実
習
を
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
た
学
生
も
お
り
、
実
地

先
で
会
っ
た
人
に
質
問
や
調
査
を
し
た
学
生
も
い
た
。

　
　
　
　

事
前
学
習
の
紹
介
（
２
）

　

事
前
学
習
で
は
、
（
１
）
で
紹
介
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
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ク
の
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
講
義
の
ほ
か
に
、
実
地
調
査
の
予

定
先
で
あ
っ
た
島
根
県
松
江
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け

た
。
こ
れ
に
は
、
小
泉
八
雲
記
念
館
館
長
・
島
根
県
立
大
学

短
期
大
学
部
名
誉
教
授
の
小
泉
凡
先
生
を
ゲ
ス
ト
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
九
月
一
三
日
（
月
）
の
一
七
時
か
ら
一
時
間

半
、
文
学
と
地
域
と
の
関
り
に
つ
い
て
「
小
泉
八
雲
と
神
々

の
国
の
首
都
～
４
４
３
日
の
軌
跡
を
追
っ
て
～
」
と
題
し
て

お
話
し
い
た
だ
い
た
。
九
月
一
三
日
（
月
）
の
一
七
時
か
ら

一
時
間
半
を
設
定
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
本
来
、
宿

泊
等
、
い
つ
も
の
学
修
と
は
少
し
異
な
る
時
間
や
空
間
を
と

も
に
す
る
こ
と
も
そ
の
醍
醐
味
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら

夕
刻
に
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
ご
講
演
に
先
駆
け
て
、
松
江
の
紹
介
を
兼
ね

た
事
前
学
習
を
六
月
一
八
日
（
金
）
に
行
っ
た
。
担
当
は
、

科
目
指
導
教
員
で
あ
っ
た
光
原
百
合
と
、
松
江
に
居
住
歴
の

あ
る
本
学
の
平
山
直
樹
先
生
の
二
名
で
、
平
山
先
生
か
ら
は
、

「
松
江
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
、
少
し
だ
け
住
ん
だ
こ
と
が

あ
る
人
か
ら
」
と
題
し
て
、
松
江
市
に
居
住
さ
れ
て
い
た
と

き
の
体
験
が
語
ら
れ
た
。
ま
た
、
光
原
先
生
か
ら
は
、
「
松

江
と
尾
道
と
の
注
目
す
べ
き
共
通
点
・
相
違
点
」
と
題
し
て
、

小
泉
八
雲
の
紹
介
に
加
え
、
松
江
の
名
所
に
つ
い
て
も
ご
紹

介
く
だ
さ
っ
た
。

　
　
　
　

事
後
学
習
の
紹
介

　

事
後
学
習
で
は
、
履
修
学
生
は
研
究
か
創
作
の
い
ず
れ
か

を
選
び
、
各
自
の
テ
ー
マ
に
も
と
づ
き
、
レ
ポ
ー
ト
ま
た
は

創
作
を
作
成
し
、
二
〇
二
二
年
一
月
二
〇
日
（
木
）
を
締
切

と
し
て
提
出
し
た
。
ま
た
、
こ
の
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
・

作
品
な
ど
も
取
り
込
ん
だ
報
告
集
を
作
成
し
た
。

　
　
　
　

〈
レ
ポ
ー
ト
紹
介
〉

　

こ
こ
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
習
で
提
出
さ
れ
た
レ

ポ
ー
ト
二
点
に
つ
い
て
、
提
出
時
か
ら
一
部
修
正
を
加
え
た

形
で
、
取
り
上
げ
る
。

レ
ポ
ー
ト
紹
介

●
タ
イ
ト
ル
：

　

司
馬
遼
太
郎
「
街
道
を
ゆ
く
」
の
足
跡
を
た
ど
る

　

―
芸
備
の
道　

三
次
市
・
安
芸
高
田
市
―

●
氏
名
：
畠
田
桜
和

●
レ
ポ
ー
ト
内
容
： 

〈
調
査
の
目
的
〉

　

本
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
紀
行
文
集
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『
街
道
を
ゆ
く 

第
21
巻 

神
戸
・
横
浜
散
歩
、
芸
備
の
道
』

に
お
い
て
、
司
馬
が
訪
れ
た
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
三
次
市

の
足
跡
を
辿
る
。
司
馬
が
訪
れ
た
、
現
在
か
ら
約
50
年
前
の

現
地
の
名
残
や
変
化
を
確
認
す
る
事
を
目
的
と
し
た
。

　

今
回
は
主
に
、
地
名
、
資
料
館
や
寺
院
、
古
墳
な
ど
の
変

化
に
着
目
し
て
当
時
と
の
比
較
を
行
っ
た
。

〈
調
査
内
容
の
一
部
抜
粋
（
岩
脇
古
墳
の
変
化
）
〉

　

岩
脇
古
墳
で
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
が
お
２

人
、
草
刈
り
を
行
っ
て
い
た
。
お
２
人
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
岩

脇
古
墳
の
整
備
は
三
次
市
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

一
任
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
若
者
の
手
が
な
い
と
生
い
茂
っ

た
草
木
は
処
理
の
し
よ
う
が
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

　

『
街
道
を
ゆ
く
』
で
は
、
岩
脇
古
墳
は
次
の
よ
う
に
描
写

さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
古
墳
は
、
古
墳
の
宝
庫
と
も
い
え
る
三
次
盆
地

に
あ
っ
て
は
数
あ
る
古
墳
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か

し
途
中
の
道
も
よ
さ
そ
う
だ
し
、
外
観
も
よ
く
保
存

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
、
こ
の
古
墳
な
ら
草
木
を
踏

み
わ
け
て
歩
く
必
要
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）

こ
の
あ
た
り
を
、
市
は
「
古
墳
公
園
」
を
い
う
名
称
の

も
と
に
、
美
し
く
管
理
し
て
い
る
。 

登
る
に
つ
れ
て

足
も
と
に
三
次
の
町
並
が
ひ
ら
け
て
き
て
、
墳
丘
の
上

に
立
つ
と
、
一
望
に
見
は
る
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
春

は
野
遊
び
に
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
な

に
に
し
て
も
古
墳
一
基
を
核
に
し
て
芝
生
と
樹
木
を
按

配
し
つ
つ
こ
の
よ
う
に
小
公
園
を
つ
く
る
と
い
う
の

は
、
三
次
市
の
能
力
の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な

い
。
」

　

岩
脇
古
墳
は
、
司
馬
が
管
理
の
美
し
さ
を
賞
賛
し
て
い
た

地
で
あ
っ
た
た
め
に
、
実
際
の
姿
を
見
る
と
大
き
く
変
わ
り

果
て
て
い
る
と
感
じ
た
。
霧
が
立
ち
込
め
る
時
間
で
あ
っ
た

事
も
あ
る
が
、
墳
丘
の
上
に
立
っ
て
も
木
々
が
生
い
茂
っ
て

お
り
、
三
次
の
町
並
み
を
「
一
望
に
見
は
る
か
す
こ
と
が
で

き
た
」
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
。

〈
調
査
内
容
や
結
果
考
察
〉

　

本
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
約
50
年
前
に
司
馬
が

訪
れ
た
当
時
と
、
現
在
の
安
芸
高
田
市
・
三
次
市
の
相
違
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
姿
が

確
認
で
き
た
の
は
、 

幕
末
か
ら
の
名
残
が
あ
る
地
名
と
博
物

館
の
存
在
、
高
林
坊
と
い
う
寺
院
の
雰
囲
気
だ
っ
た
。
特
に
、

当
時
私
宅
を
一
般
向
け
に
公
開
し
て
い
た
元
町
立
吉
田
資
料

館
（
現
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
）
は
、
当
時
よ
り
も

規
模
が
大
き
く
多
く
の
人
が
訪
れ
る
立
派
な
建
物
に
な
っ
て

い
た
。
一
方
で
大
き
く
変
化
し
た
の
は
、
市
が
管
理
す
る
古
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墳
公
園
の
在
り
方
で
あ
っ
た
。
公
的
な
組
織
の
管
轄
だ
か
ら

こ
そ
、
人
足
が
絶
え
た
土
地
の
整
備
に
は
予
算
を
割
き
づ
ら

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。 

同
じ
観
光
マ
ッ

プ
に
載
っ
て
い
る
地
点
で
も
、
実
際
に
訪
れ
る
事
で
し
か
感

じ
ら
れ
な
い
管
理
者
や
観
光
客
の
実
情
が
あ
る
と
確
認
で
き

た
。
本
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
、
時
を
隔
て
た
ひ
と

つ
の
紀
行
文
を
題
材
に
各
地
を
訪
れ
る
と
、
同
じ
年
月
が
流

れ
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
は
多
様
で
あ

る
と
実
感
す
る
。
現
在
は
注
力
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
事
物

も
、
時
が
経
つ
と
変
わ
り
果
て
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
、
と

い
う
危
機
感
を
感
じ
る
契
機
に
な
っ
た
。
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お
守
り
の
名

前

効
果

「
お
か
や
ま
桃
太
郎

も
の
が
た
り
～
吉
備

津
彦
と
温
羅
～
」
と

の
共
通
点

お
守
り
に
つ

い
て
備
考

桃
懐
御
守

平

穏

無

事
、

幸
運
招
福

懐
御
守
で
あ
る

交

通

安

全
・

学

業

成

就

（
シ
ー
ル
）

学

業

成

就
、

「
災
い
を
祓

う
桃
の
力
に

よ
り
」
交
通

安
全

桃
太
郎
が
難
題
に
機

転
を
利
か
せ
応
え
る

場
面
と
大
吉
備
津
彦

大
神
が
知
恵
・
学
業
の

守
り
神
で
あ
る
こ
と

災
難
除
け
守

り

災
難
除
け

古
来
、
桃
が
魔
除
け

の
果
実
で
あ
る
こ
と
、

常
に
身
に
着
け
て
お

く
べ
き
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と

桃
の
腕
輪
守

恋
愛
、
心
の

癒
し
、
魔
除

け
、

幸

運
、

心

願

成

就
、

健
康
、
協
調

性

魔
除
け
、
で
は
あ
る

が
悪
い
も
の
を
退
け

る
こ
と

効
果
に
つ
い
て

桃
の
形
に
言

及
は
な
く
石

の
効
果
と
し

て
効
果
が
か

か
れ
て
い
る
。

桃
石
守
り

魔
除
け
、
縁

結
び

右
に
同
じ

説
明
文
な
し

開
運
厄
除
白

桃
守
（
陶
器

製
）

開
運
厄
除

「
邪
気
を
祓
い
、
厄
を

除
け
て
く
れ
ま
す
。」

と
さ
れ
る
こ
と

レ
ポ
ー
ト
紹
介

●
タ
イ
ト
ル
：
桃
太
郎
伝
説
―
桃
の
効
果
を
訪
ね
て
―

●
氏
名
：
山
岡
瑞
穂

●
レ
ポ
ー
ト
内
容
： 

　

岡
山
市
の
吉
備
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
記
さ
れ
て
い
る
桃
太

郎
伝
説
で
は
「
桃
の
実
に
は
邪
悪
な
も
の
を
振
り
払
う
力
」

「
霊
力
」
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
レ
ポ
ー
ト
で
は

作
品
内
で
の
桃
の
効
果
と
実
際
に
販
売
さ
れ
て
い
る
桃
の
お

守
り
の
効
果
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
実

際
の
お
守
り
も
伝
説
と
関
連
付
け
ら
れ
た
説
明
が
さ
れ
て
い

る
の
か
ど
う
か
、
桃
で
あ
る
理
由
、
一
般
に
ど
う
桃
が
広
め

ら
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
た
。

　

桃
の
お
守
り
は
岡
山
で
桃
太
郎
を
祀
っ
て
い
る
、
吉
備
津

神
社
と
吉
備
津
彦
神
社
の
両
神
社
で
見
ら
れ
た
。
桃
太
郎
伝

説
を
明
示
す
る
場
合
は
少
な
く
、
桃
そ
の
も
の
の
力
と
し
て

災
い
を
除
け
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
「
古
来
」
、
桃
に

備
わ
る
力
だ
と
い
う
説
明
が
神
社
で
さ
れ
て
い
た
が
、
何
を

指
す
の
か
は
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
相
違
点
や
類

似
点
か
ら
作
品
も
お
守
り
も
様
々
あ
る
要
素
か
ら
選
び
取
ら

れ
て
、
作
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
桃
の
イ
メ
ー
ジ
付

け
や
桃
太
郎
伝
説
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
「
古
来
」
と

し
か
説
明
の
さ
れ
な
か
っ
た
昔
か
ら
続
く
桃
の
役
割
り
に
つ

い
て
調
べ
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
で
見
ら
れ
た
お
守
り
に
つ
い
て

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
右
が
吉
備
津
神
社
、
左
が
吉
備
津

彦
神
社
。
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〈
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
報
告
集
〉

　

履
修
学
生
の
う
ち
希
望
の
あ
っ
た
学
生
を
中
心
に
令
和
四

年
三
月
に
報
告
集
を
作
成
し
た
。
実
習
を
踏
ま
え
て
作
成
し

た
鉄
道
図
や
、
報
告
会
を
仮
定
し
て
準
備
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
掲
載
し
た
。

　
　
　
　

ま
と
め

　

本
報
告
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
対
策
を
と
る
中
で
、
学
外
学
習
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
、

ど
う
い
っ
た
成
果
が
得
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
述
べ
た
。
実
習

が
通
常
通
り
と
は
い
か
な
か
っ
た
中
、
事
前
学
習
の
講
義
や

実
習
計
画
書
の
作
成
、
成
果
の
共
有
、
報
告
集
の
作
成
な
ど

を
と
お
し
て
、
実
習
授
業
を
運
営
し
た
。
履
修
者
が
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
て
実
施
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
実
習
も

無
事
に
行
程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

―
ふ
じ
も
と
・
ま
り
こ 

 

日
本
文
学
科
准
教
授
―

―
は
た
だ
・
さ
わ　
　

 
 

日
本
文
学
科
卒
業
生
―

―
や
ま
お
か
・
み
ず
ほ 

 

日
本
文
学
科
卒
業
生
―
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